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市の行政改革推進本部ばaのほど、平成・mko行政改革推進状況

をま・どめ、市民代表で構成liる行政改革推進委員会嘔報告lまlだ。

自主的忍効率的な行政、シヌjラiZIの確立を目指1g作られた『；大野市行政

改革忠綱』に基皿皿推進状況鳶宣知瓦μZ鳶画。。。－。。。・
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平
成
8
年
度

　

行
政
改
革
推
進
状
況
を
報
告

年
度
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク

　

急
激
に
変
化
す
る
社
会
経
済
情

勢
や
多
様
化
す
る
市
民
の
行
政
需

要
な
ど
に
対
応
し
、
地
方
分
権
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
自
主

的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
実
現
の
た

め
、
平
成
七
年
十
二
月
に
市
民
代

表
t
五
人
で
構
成
す
る
行
政
改
革

推
進
委
員
会
と
市
行
政
改
革
推
進

本
部
、
市
議
会
と
で
行
政
改
革
大

綱
を
定
め
ま
し
た
。
平
成
八
年
九

月
に
は
、
そ
の
具
体
的
な
実
施
目

標
を
明
確
に
し
た
行
政
改
革
推
進

計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

実
施
期
間
は
、
平
成
八
年
度
か

ら
ト
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

　

今
回
の
報
告
は
、
こ
の
具
体
的

な
目
標
が
ど
れ
だ
け
実
行
で
き
た

か
、
市
民
に
お
知
ら
せ
し
、
ご
意

見
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

計
画
に
定
め
ら
れ
た
項
目
に
従

っ
て
、
主
な
推
進
状
況
を
紹
介
し

ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

　

効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
り
な

が
ら
、
重
要
施
策
の
推
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

…
中
部
縦
貫
自
動
車
道

　
　
　

建
設
促
進
対
策
事
業

8年度の推進状況

　

平成8年12月にインタ

ーの位置が決定、平成9

年2月に大野・和泉間か

基本計画路線に昇格しま

した。促進協議会主催の

早期実現推進大会が、平

成9年3月に開催されま

した。

推進計画

　

市活性化の推進のため

最重要事業として取り組

みます。インター決定、

測量、調査、都市計画決

定の手続きなどを進め、

大野・和泉間の基本計画

路線への早期組み入れ活

動などに取り組みます。

…
公
共
下
水
道
整
備
事
業

8年度の推進状況

　

平成8年7月に下水道

法の事業認可、平成8年

8月に都市計画法の事業
認可を得ました。平成8

年9月に農業振興地域の

除外を受け、基本設計を
平成9年3月に完了しま

した。

推進計画

　

公衆衛生の向上、公共

水域の水質保全を図るた
め、公共下水道事業を推

進します。事業計画の認

可申請や基本設計・用地

交渉を進め、10年度には
処理場の建設と一部基本

管の埋設をします。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
分
別
収
集
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
施
設
更
新
に
向
け
地

元
・
地
権
者
の
同
意
・
承
認
を
得

た
の
ち
、
国
・
県
の
了
承
を
経
て

市
・
県
の
都
市
計
画
審
議
会
へ
諮

問
し
承
諾
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

中
据
に
1
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
、

行
政
手
続
条
例
の
制
定
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。



組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

地
方
分
権
に
伴
い
予
想
さ
れ
る

新
た
な
行
政
需
要
に
対
し
、
関
連

分
野
の
連
携
と
、
き
め
細
や
か
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
行
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

●
部
制
の
導
入

推進計画 8年度の推進状況

　住民の行政に対する要

望が多様化する中で、政

策形成機能・総合調整機

能の充実を図るため部制

を導入し、よりきめ細や

かな住民サービスの向上

と、事務の迅速化を図り

ます。

　市長部局5部19課4室

49係、教育委員会事務部

局1局4課1室7係、そ

の他の部局1局2課3係
として、部制を導入しま

した。また庁舎増築を行

い、事務処理機能を充実
しました。

　

こ
の
ほ
か
各
種
審
議
会
な
ど
の

整
理
・
統
廃
合
、
定
員
の
削
減
も

行
い
、
九
十
九
人
（
九
・
二
％
）

を
減
員
し
た
ほ
か
、
女
性
委
員
の

増
員
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化

　

限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
枠
内

で
、
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹
底
と
、
民

間
と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し

て
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

推進計画 8年度の推進状況

　定員適正化計画に基づ

き、予想される地方分権

による人員増は別枠に、

平成12年4月に362人

の目標数値を達成しま

す。定員適正化手法の導

入、実施体制の確立など

を推進します。

　サンセット方式（業務

終了後の人員や係の削

減）の導入、管理公社設

立による定員計画、現業

職員配置の適正化、ライ

ン化（命令系統）の強化

などの適正化手法の導入

を図りました。

　

こ
の
ほ
か
給
与
実
態
の
公
表
に

併
せ
て
、
定
員
状
況
の
公
表
を
行

う
な
ど
し
ま
し
た
。

効
率
的
な
行
政
運
営
と

　
　

職
員
の
能
力
開
発

　

少
な
い
人
数
で
大
き
な
効
果
を

上
げ
る
た
め
、
行
政
推
進
の
原
動

力
で
あ
る
職
員
の
能
力
開
発
と
意

識
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
人
事
交
流
や
自
主
研

究
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
福
井
県
な
ど
と
の
人
事
交
流

推進計画 8年度の推進状況

　職員の資質、専

門的技術の向上を

図るため、福井県

をはじめとするほ

かの地方公共団体

との人事交流を推

進します。

　福井県とのバー

ター交流（職員の

相互交流）を事務

職・技術職とも行

いました。

　

ま
た
、
異
な
る
分
野
の
知
識
・

経
験
を
有
す
る
複
合
型
専
門
職
の

育
成
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

情
報
化
な
ど
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

O
A
化
や
情
報
化
に
よ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
導
入

推進計画 8年度の推進状況

　国際化や高度情

報化に対応して、

インターネットや

パソコン通信を導

入し、国内外への

情報発信と各種情

報の迅速な収集を
図ります。

　平成8年7月に

インターネットの

ホームページを開

設したほか、市内

パソコン通信ネッ

トへも情報を提供

しました。

　

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

市
税
の
管
理
・
評
価
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
や
戸
籍
の
O
Λ
化
、
総
合
市

民
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ

い
て
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
職
員
の
O
Λ
研
修
体

制
の
確
立
も
図
り
ま
し
た
。

事
務
事
業
の
見
直
し

　

管
理
公
社
を
設
立
し
、
市
の
公

共
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、
効

率
的
な
管
理
運
営
の
両
立
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
「
受
益
者
負
担
」

を
原
則
に
、
各
施
設
の
使
用
料
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
公
共
管
理
公
社
の
設
立

推進計画 8年度の推進状況

　効率的な管理運営を図
るため、管理公社を設立

します。このため、準備

会を設置し法人設立の手

続きを進め、平成9年度

から公社による施設管理

を開始します。

　公共施設管理公社の設

立に向け、庁内で設立準

備会を設置しました。サ

ービスの向上と効率的管
理の両立を目指し検討を

重ね、平成9年3月に知

事の認可を得ました。

（平成9年4月運営開始）

　

公
共
施
設
の
使
用
料
金
に
つ
い

て
は
、
見
直
し
を
す
べ
く
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の

意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
水
曜
日
の

公
民
館
施
設
開
館
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
ほ
か
、
公
民
館
職
員
の

完
全
週
休
制
移
行
に
向
け
、
土

曜
・
日
曜
日
の
施
設
開
放
管
理
体

制
の
確
立
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

十
一
年
度
に
全
体
評
価

　

今
ま
で
紹
介
し
た
ほ
か
に
も
、

六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
行
政
改
革

推
進
委
員
会
は
、
行
政
改
革
推
進

本
部
が
作
成
し
た
報
告
書
に
よ

り
、
全
体
で
六
分
類
七
十
一
項
目

の
推
進
状
況
を
、
委
員
に
報
告
し

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
今
後
も
努
力
を

怠
ら
ず
計
画
ど
お
り
に
改
革
を
進

め
て
ほ
し
い
、
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
年
度
ご
と
に
推
進
状

況
が
報
告
さ
れ
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
一
年

度
に
は
全
体
の
評
価
が
推
進
委
員

会
で
な
さ
れ
、
市
の
行
政
改
革
に

反
映
さ
れ
ま
す
。



始吻表し脂 開］講

り
湧
／
ヽ

お
届
け
講
座

　

講
座
の
出
前
始
め
ま
し
た
I
。
市
教
育
委
員
会
で

は
、
皆
さ
ん
が
も
っ
と
気
楽
に
、
も
っ
と
身
近
に
行

政
を
理
解
し
、
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
「
わ
く
湧
く
お
届
け
講
座
」
と
題
し
た
出
張
講

座
を
開
設
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
日

時
・
会
場
に
市
の
職
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
さ
あ
、

メ
ニ
ュ
ー
を
開
い
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

　

「
わ
く
湧
く
お
届
け
講
座
」
は
、

市
の
施
策
や
事
業
な
ど
に
つ
い
て

の
学
習
活
動
に
、
要
望
に
応
じ
て

市
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、

行
政
の
取
り
組
み
や
、
職
員
の
専

門
知
識
を
生
か
し
た
話
を
届
け
る

制
度
で
す
。

　

講
座
に
は
「
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
」
や
「
ご

み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど

身
近
な
問
題
か
ら
市
の
総
合
計
画

に
つ
い
て
の
話
ま
で
、
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

学
習
グ
ル
ー
プ
で
、
学
校
の
授

業
で
、
職
場
で
、
地
域
で
、
各
種

の
会
合
な
ど
で
、
ど
う
ぞ
気
軽
に

注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
が
で
き
る
の
は

　

原
則
と
し
て
巾
内
に
在
住
、
勤

務
、
在
学
し
て
い
る
士
人
以
L
で

構
成
さ
れ
た
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
す
。

講
座
の
内
容
は

　

講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
紙
面
の
部
〈
口
で
掲
載

で
き
な
か
っ
た
講
座
や
、
準
備
中

の
講
座
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

巾
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
．

派
遣
時
間
と
場
所
は

　

こ
の
講
座
は
、
市
民
が
主
催
者

で
あ
り
、
そ
こ
へ
市
の
職
員
を
講

師
と
し
て
派
遣
す
る
制
度
で
す
。

会
場
の
脂
配
や
準
備
は
、
申
し
込

み
西
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

講
師
料
は

　

。
切
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
講

座
に
よ
っ
て
は
、
講
座
に
必
要
な

材
料
を
用
意
し
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み

の
と
き
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
方
法
は

　

希
望
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
は
、
開
催
し
よ
う
と
す
る

日
の
ト
日
前
ま
で
に
、
巾
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
へ
、
所
定
の
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
担
当
課
の
業
務
や
講
師

と
な
る
職
員
の
日
程
調
整
の
た

め
、
希
望
日
時
の
変
更
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

T40歳（不惑）のつど1，y 面歳（還暦）のっと収

実行委員を募集

　　

「四十にして惑わず」といわれていますが、40歳は第2の成人式だ

とも言えます。教育委員会では、この人生の節目を迎えられた市民の

皆さんが一同に集まり、交流を深めていただく「40歳のつどい（仮称）」

を開催します。

　

また、第2の人生のスタートとも言える60歳の市民の皆さんを対象

にした「60歳のつどい（仮称）」を開催します。

　

これらを手作りの集いとするため、教育委員会では実行委員を募集

1．中才

対象者▼40歳のつどい（仮称）＝昭和32年4月2日～昭和33年

　　　　　

4月1日生まれの人▼60歳のつどい（仮称）＝昭和12年4

　　　　　

月2日～昭和13年4月1日生まれの人

募集人員それぞれ男女5人ずつ

締め切り7月11日（蚕）

申し込み・問い合わせ先市教育委員会社会教育課

　　　　　　　　　　　　　　

（豊66・1111内線542）



出前
申
込
書
は

　

各
地
区
の
公
民
館
、
市
役
所
総

合
案
内
、
市
教
育
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
で
き
な
い
場
合

　

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
に

し
た
催
し
な
ど
に
は
、
職
員
を
派

遣
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
願
い

　

こ
の
講
師
派
遣
は
、
市
の
取
り

組
み
や
職
員
が
持
つ
専
門
知
識
を

生
か
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
学

習
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

苦
情
や
要
望
な
ど
を
承
っ
た

り
、
交
渉
や
約
束
な
ど
を
し
た
り

す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
と

　
　

問
い
合
わ
せ
は

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
5
4
2
）
で
す
。

講座の開催までの流れ

MENU

～教養メニュ‐～

1力強い大野優しい大野を目指して（市の政策）市長、助役、収入役90分

2市の懐ぐあいをのぞいてみませんか（市の財政事情）財政課90分

3夢ふくらむ大野市（第3次総合計画）総合政策課90分

4私たちの暮らしと税金（市税）税務課50分

5選挙は暮らしを明るくする第1歩（選挙制度）選挙管理委員会60分

6身折な議会（議会のしくみ）議会事務局40分

～文化…情報メニュー～

7舞台裏お見せします（文化会館アラカルト）

8銀色の小さな命たち（イトヨと名水と私た回文化振興室60分

9遺跡が語る大野（発掘調査より）

10江戸時代のくらし・貨幣（村のくらし・大野藩札の力）＿

11滅びた出作り文化（打波川流域の出作り）
コー市史編さん室60分

12市の歴史と文化（大野城・旧内山家など見学）歴史民俗資料館90分

13子供と絵本（ブックトークとパネルシアター）

14本で遊ぼう（折り紙・草花遊びなど）

15図書館へ行こう（図書館活用術）図書館90分

16本と友だちになろう（読書の楽しみ）

］

17こうやって調べよう（子供と郷土資料）

18ビデオお貸しします（視聴覚ライブラリー活用術）視聴覚ライブラリー90分

19地域情報化セミナー（インターネットの利用）総務課90分

20まるごと大野市観光（市の観光について）商工観光課30分

～生活・健康メニュー～

21悪徳商法の手口について（消費者行政）生活環境課60分

22きらめく老後のために学びませんか（国民年金）市民課30分

23元気いっぱい遊びざかり（子育てのノウハウと保育サービス）一福祉課60分

24困ったとき慌てないために（高齢者の福祉サービス）高齢者福祉室60分

25寝たきりにならないために（誰にでもできる健康法）

26わくわく健康づくり講座（成人病予防）原保健衛生課60分

27すくすく子育て楽しく育児（知っていますか親業）

～環境メニュー～

28ごみ減量とリサイクル（ごみの減量化・再資源化）⊃－生活環境i分

29市の環境保全について（環境問題の現状と対策）課60

30みんなでつくる個性豊かなまち（市の都市計画）都市計画課分

31時の流れを味わうまち（市の景観づくり）二
→60

32雪に強いまちづくり（市の克雪対策）建設課60分

33市の上水道（市の現状と動向）上水道課60分

34快適な生活環境づくり（市の公共下水道）下水道課30分

～地域産業メニュー～

35新食糧法下の農業経営（市の農業振興の現状と対策）

36快適で活力ある農村づくり（市の農村整備の現状と対策）
コ

ー農務課40分

37農地を上手に活用するため（農地手続きあれこれ）

38市の林業について（現代林業事情）林務課40分

39市の商工業（地場産業の現状と動向）商工観光課30分

～教育メニュ一～
40人づくりまちづくり（市の教育）教育長90分

41今、学校教育で求められているもの（変わりゆく学校）ロ一一教・

42子どもの心が見えていますか（いじめ不登校を考える）子校育課60分

43楽しい生涯スポーツ（ニュースポーツ体験）スポーツ課90分

44我が子だけの垣根を越えて（青少年健全育成について）

45男女共同参画社会を目指して（視点を変えた男女の講座）乙1

46ご利用下さい生涯学習いろいろ（人材活用術）

］

一社s教育課60分

47ワクワクまち・むらづくり支援（補助金制度について）

～防災メニュー～

48小さな火なら誰でも消せる（正しい消火器の取り扱い）

49あなたにも出来る救命（救命方法）

50あなたの家から火を出さないために（火災予防講座）

］

一消防署60分

51消防署ってどんなことするの（消防署見学）



姪

休
日
急
患
診
療
所
運
営
、
道
路
防
災
事
業
な
ど

一
般
会
計
に
9
、
4
0
0
万
円
余
り
追
加

　

第
二
百
九
十
回
六
月
定
例
市
議

会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計
補

正
予
算
案
」
「
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
案
」
な
ど
一
八
議
案

を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
九
f
四
百
四
十
九
万

一
千
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
百
四
十
七
億
四
十
九
万
一
千
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
・

七
％
の
増
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
休
日
急
患
診
療

所
の
日
曜
・
祝
日
の
時
間
延
長
に

伴
う
運
営
費
や
、
幹
線
道
路
の
防

災
点
検
費
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

【函E難1 一般会計の主な事業

◆衛生費

　

・休日急患診療所運営事業・・・・・・1，171千円

◆農林水産業費

　

・集落拠点施設整備事業補助・・・・25，000千円

　

・高付加価値型農業等育成事業補助・・1，000千円

　

・県単水難防止対策事業・・・・・・・3，420千円

　

・農業集落排水事業特別会計繰出金・12，029千円

　

・林業地域総合整備事業・・・・・・・9，723千円

◆土木費

　

・道路防災事業・・・・・・・・・・10，000千円

　

・地方特定道路整備事業・・・・・・30，001千円

　

・河川改良事業（県単）・・・・・・30，765千円

　

・下水道事業特別会計繰出金・・・・・5，540千円

◆災害復旧費

　

・県単林道施設災害復旧事業・・・・12，388千円

一
般
廃
棄
物
処
理
の
審
議
会

　
　

委
員
の
一
部
を
公
募
に

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
計
画
や
再

生
利
用
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

う
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

の
委
員
十
五
人
の
う
ち
、
二
人
を

公
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

療
養
費
の
助
成
方
法
を
変
更

　

六
十
五
歳
以
上
で
介
護
が
必
要

な
人
お
よ
び
七
十
歳
以
上
の
人

が
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
療
養
を
受
け
た
場
〈
口
の
助
成
方

法
が
、
七
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
領
収
書
を
添
え
て
市
に
申

請
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は

申
請
し
た
人
に
回
数
券
を
発
行
し

ま
す
。
回
数
券
を
療
養
機
関
に
提

出
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。
一
回

五
百
円
で
、
年
四
回
ま
で
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
負
担
金
を
改
定

　

利
用
者
負
担
金
が
国
の
基
準
に

準
じ
て
一
部
引
き
L
げ
ら
れ
、
生

計
中
心
者
の
前
年
所
得
税
額
が
十

四
万
一
円
以
上
の
世
帯
で
は
、
七

月
か
ら
一
時
間
当
た
り
、
九
百
二

十
円
か
ら
九
百
三
十
円
に
な
り
ま

す
。

小池のオートキャンプ場

フ月18EIに7t一スこ／

新たに設けられたオートキャンプ場

　

県
と
市
が
進
め
て
き
た
小
池
野

営
場
周
辺
の
整
備
事
業
が
進
み
、

完
成
に
向
け
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
既
存
の
野
営
場
機
能

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
、
次
の
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
が
家
族
と
共
に

自
然
に
触
れ
合
え
る
よ
う
に
、
計

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

自
然
保
護
に
も
配
慮
し
、
最
低
限

の
整
備
に
と
ど
め
ま
し
た
。

　

施
設
の
中
心
は
、
新
た
に
設
け

ら
れ
た
十
一
二
区
画
・
五
十
二
人
収

容
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。

こ
の
ほ
か
ト
イ
レ
や
炊
事
場
、
管

理
棟
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
総

L
費
は
、
約
三
億
七
千
万
円
で
す
。

　

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
商

工
観
光
課
ま
で
。

仏
御
前
の
遊
歩
道
が
完
成

　

仏
御
前
の
滝
の
眺
望
を
良
く

し
、
歩
き
や
す
い
遊
歩
道
に
と
、

市
が
進
め
て
き
た
整
備
が
、
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
六
月
十
四

日
か
ら
一
般
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
九
年
度
は
、
駐
車
場
の
整
備

を
行
う
予
定
で
す
。



エキサイティング

スポーツ

情X報

　漑

翻哨渕漑卿y跨貨

　

第
三
十
三
回
越
前
大
野
名
水
マ

ラ
ソ
ン
が
五
月
二
十
五
日
、
県
内

外
か
ら
三
千
五
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
開
催
日
と
同
じ

ゼ
ッ
ケ
ン
五
二
五
番
の
中
山
万
由

美
さ
ん
・
泰
博
君
親
子
（
春
日
）

が
力
強
く
選
手
宣
誓
。
参
加
者
は
、

新
緑
の
大
野
路
を
楽
し
み
な
が
ら

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

市
民
の
成
績
（
6
位
以
内
）

2
キ
ロ
▼
一
般
女
子
3
9
歳
以
下

②
砂
子
英
恵
（
本
町
）
③
波
崎
留

美
（
八
町
）
⑥
広
田
恵
子
（
春
日
）

▼
一
般
男
子
4
0
歳
以
上
⑥
高
津
秀

登
（
上
舌
）
▼
小
学
男
子
⑤
陥
間

友
裕
（
有
終
東
）
⑥
中
村
拓
巳

（
蕨
生
）
▼
小
学
女
子
⑤
野
寺
真

由
（
有
終
東
）
▼
1
年
親
子
①
鈴

木
武
彦
・
洋
平
（
水
落
町
）
②
宮

腰
正
樹
・
諒
（
中
野
）
③
長
田
博

幸
・
大
介
（
開
発
）
④
田
中
孝

典
・
勇
気
（
月
美
町
）
⑥
鳥
山
智

之
・
光
（
幸
町
）
▼
2
年
親
子
⑥

木
下
和
宏
・
貴
博
（
美
里
町
）
▼

3
年
親
子
③
小
嶋
義
晴
・
将
太
朗

（
蓑
道
）
④
寺
西
哲
也
・
太
貴

（
中
野
）
⑤
田
中
孝
典
・
絵
理
佳

（
月
美
町
）
⑥
常
見
輝
治
・
太
基

（
上
野
）
▼
4
年
親
子
①
鈴
木
武

彦
・
幸
彦
（
水
落
町
）
④
尾
嶋
義

一
・
将
（
佐
開
）
⑤
森
永
信
・
翔

太
（
下
郷
）
⑥
出
村
真
由
美
・
真

太
郎
（
中
据
）

3
キ
ロ
▼
中
学
男
子
③
前
宏
治

（
陽
明
）
▼
中
学
女
子
③
妙
願
枝

里
那
（
上
庄
）
④
滓
田
美
穂
（
開

成
）
⑤
松
田
理
恵
（
尚
徳
）

5
キ
ロ
▼
一
般
男
子
2
9
歳
以
下

⑥
泉
昌
克
（
錦
町
）

1
0
キ
ロ
▼
一
般
男
子
3
9
歳
以
下

③
石
田
善
和
（
横
枕
）

招待選手の山本佳子さん

ゴールまではあとわずか
大会出場300回を達成
深草深英さん（春日）

・
市
ジ
ュ
ニ
ア

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
7
月
2
7
日
⑨
午
前
8
時
3
0

　

分
～

会
場
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
資
格
大
野
市
お
よ
び
和
泉

　

村
に
在
住
す
る
、
小
学
校
3
年

　

生
以
上
の
児
童

種
別
▼
6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

（
リ
ー
グ
戦
）
▼
ソ
フ
ト
バ
レ

　

ー
ボ
ー
ル
（
予
選
リ
ー
グ
・
決

　

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
）
3
・
4

　

年
生
の
部
、
5
●
6
年
生
の
部

申
込
締
切
日
7
月
H
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

　

ま
で

・
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

日
時
8
月
1
4
日
④
を
除
く
7
月

　

2
4
日
④
～
9
月
1
8
日
④
の
毎
週

　

木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　

3
0
分
（
合
計
8
回
）

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

内
容
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
及
び
ダ
ン

　

ペ
ル
体
操

対
象
一
般
男
女
（
保
護
者
同
伴

の
場
合
は
高
校
生
も
可
能
）

指
導
者
小
林
亜
矢
子
さ
ん

定
員
4
0
人

参
加
料
4
0
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日
7
月
1
7
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
I

　

4
3
3
）
ま
で

・
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　

プ
ー
ル
開
き

　

7
月
1
日
内
か
ら
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

利
用
期
間
9
月
3
0
日
囚
ま
で

休
館
日
毎
週
月
曜
日
と
7
月
刀

　

日
酋
・
9
月
1
6
日
汚
・
2
4
日
⑥

　

（
た
だ
し
気
温
の
低
い
と
き
は
、

　
　

閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

利
用
時
間
▼
午
前
の
部
午
前

　

9
時
～
正
午
▼
午
後
の
部
午

　

後
1
時
～
5
時
▼
夜
間
の
部

　

午
後
6
時
～
9
時

問
い
合
わ
せ
先
市
海
洋
セ
ン
タ

　

ー
（
a
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

●
九
頭
竜
テ
ラ
ル
高
原

　

テ
ニ
ス
響

1
9
7
大
野
大
会

日
時
8
月
3
0
日
①
午
前
9
時
・

　

3
1
日
⑥
午
前
8
時
3
0
分

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
ほ
か

内
容
3
0
日
①
7
0
歳
ト
ー
ナ
メ
ン

　

ト
（
ダ
ブ
ル
ス
）
・
初
級
者
ス

　

ク
ー
ル
．
前
夜
祭
（
午
後
8
時

　

有
終
会
館
）
、
3
1
日
⑨
I
チ
ー

　

ム
4
人
の
ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦

参
加
料
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ー
組
3

　

0
0
0
円
、
ス
ク
ー
ル
ー
0
0

　

0
円
、
前
夜
祭
1
0
0
0
円

　

（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ー
ス
ク
ー
ル

　

参
加
者
は
無
料
）
、
団
体
戦
2

　

0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
2
2
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
テ

　

ラ
ル
高
原
テ
ニ
ス
響
実
行
委
員

　

会
（
容
8
8
・
2
7
6
0
）
ま
で



診貼

’97．7Nq101

お言りン

たばこと健康

他
人
の
迷
惑
を
考
え
て

守
り
た
い
喫
煙
の
マ
ナ
ー

　

喫
煙
が
健
康
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
社
会
的
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
平
成
八
年
二
月
に
労
働
省
か
ら
「
職
場

に
お
け
る
喫
煙
対
策
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
市
役
所
で
も
職
員
の
健
康
と
快
適
な
職
場
づ
く
り

の
た
め
に
、
七
月
か
ら
喫
煙
対
策
が
と
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

煙
の
正
体

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
タ
ー
ル
や

ニ
コ
チ
ン
、
一
酸
化
炭
素
、
ア
ン

モ
ニ
ア
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ニ

コ
チ
ン
は
全
身
の
血
管
を
収
縮
さ

せ
ま
す
。
ま
た
一
酸
化
炭
素
は
血

液
中
の
赤
血
球
と
結
び
つ
き
や
す

い
の
で
、
体
が
酸
欠
状
態
と
な
り

ニ
コ
チ
ン
と
と
も
に
、
心
筋
梗
塞

（
こ
う
そ
く
）
な
ど
を
起
こ
し
や

す
く
し
ま
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、

粘
膜
を
刺
激
す
る
有
害
物
質
の
た

め
、
目
の
か
ゆ
み
や
せ
き
、
た
ん
、

の
ど
の
痛
み
、
胃
腸
障
害
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
た
ば
こ
の
煙
に
は
、

タ
ー
ル
や
ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
、
ニ
ト

ロ
ソ
ア
ミ
ン
な
ど
の
多
く
の
発
が

ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
愛
煙
家
に
と
っ
て
は
、

た
ば
こ
の
害
を
い
く
ら
並
べ
ら
れ

て
も
、
愛
着
を
断
ち
が
た
い
も
の

が
あ
る
よ
う
で
す
。

副
流
煙
の
害

　

喫
煙
者
が
た
ば
こ
を
吸
う
と

き
、
煙
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
る
た

め
、
有
害
成
分
の
吸
い
込
み
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
喫
煙

者
の
周
り
を
漂
う
た
ば
こ
か
ら
の

副
流
煙
に
は
、
た
ば
こ
を
直
接
吸

う
場
合
と
比
べ
る
と
、
ニ
コ
チ
ン

が
二
・
七
倍
、
一
酸
化
炭
素
は

二
・
五
倍
ア
ン
モ
ニ
ア
は
七
十
倍

の
量
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
が
ん
物
質
も
高
い
濃
度
で
含
ま

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
喫
煙
者
は
、
そ

の
家
族
（
特
に
赤
ち
や
ん
や
子
供
）

や
職
場
の
同
僚
（
特
に
妊
婦
や
ほ

吸
器
に
病
気
が
あ
る
人
）
な
ど
を
、

直
接
的
に
不
快
に
す
る
だ
け
で
た

く
、
健
康
を
も
侵
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
、

ま
ず
大
切
で
す
。

　

た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、

「
あ
な
た
の
健
康
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
吸
い
過
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
喫
煙
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
」
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
家
庭
内
や
職

場
で
も
具
体
的
な
喫
煙
マ
ナ
ー
の

取
り
決
め
を
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
禁
煙
を
決
意
す

る
人
は
、
左
の
完
全
禁
煙
達
成
の

こ
つ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

完全禁煙達成のこつ

1吸いたくなったら水やお茶を飲む

2吸いたくなったら深呼吸を繰り返す

3口寂しいときは昆布や低カロリーの

　　

ガムやあめを用いる

4冷水摩擦を行う

5アルコール、コーヒーは避ける

6吸っている人や喫煙場所には近づか

　　

ない

7気分転換に軽い運動や読書をする

8過労は避ける

9吸う口実はつくらない

10香辛料は少なめに、食事は食べ過ぎ

　　

ない

11「今日1日だけの禁煙」を積み重ねる

12「禁煙できる」と自己暗示にかける

13夜は早く寝る

14歯垢を取り、歯をきれいにする

15「一本くらい」という気持ちを持たな

　　

い

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65・7333）



暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

卵は物価の優等生

市場原理がもたらした安値

　

最
近
「
価
格
破
壊
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

実
際
そ
れ
ほ
ど
物
価
は
下
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
も
「
目
玉
商
品
」
的
な
物
の
み
が

下
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
し
か
し
、
卵
だ
け
は
本
当
に
安
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
卵
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
は
貴
重
品

　

昭
和
三
十
年
代
の
前
半
、
一
般

家
庭
で
鶏
の
卵
は
、
病
気
の
と
き

や
客
に
な
っ
た
と
き
し
か
口
に
入

ら
な
い
食
べ
物
で
し
た
。
昭
和
三

十
五
年
ご
ろ
で
、
卵
一
々
。
の
卸
売

価
格
は
百
九
十
三
円
で
し
た
。
一

仙
で
M
玉
が
十
五
個
～
十
六
個
と

す
る
と
、
卵
の
生
産
農
家
が
手
に

す
る
お
金
は
、
一
個
十
二
円
前
後

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
当
時

の
物
価
で
い
う
と
、
ア
ン
パ
ン
や

ジ
ャ
ム
パ
ン
が
丸
々
一
個
買
え
る

金
額
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
十
年
近
く
た
ち
、

卵
と
い
う
も
の
の
価
値
は
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
卵
√
。

の
卸
売
価
格
は
、
敗
戦
後
す
ぐ
に

は
三
百
円
台
と
非
常
に
高
い
水
準

で
し
た
が
、
現
在
で
は
百
円
台
に

定
着
し
て
い
ま
す
。

供
給
過
多
の
結
果

　

物
価
は
十
倍
に
も
な
っ
て
い
る

の
に
、
卵
は
な
ぜ
十
倍
に
な
ら
な

い
ば
か
り
か
、
逆
に
五
十
年
前
よ

り
も
下
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
原
因
は
、
ビ
ー
ル
の
よ
う

に
業
界
が
寡
占
企
業
に
支
配
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
健
全
な
市
場
原
理

に
基
づ
い
て
価
格
が
決
ま
る
の

で
、
需
要
（
消
費
）
量
よ
り
供
給

（
生
産
）
量
が
多
か
っ
た
た
め
値

段
が
下
が
っ
た
の
で
す
。
外
国
か

ら
少
な
い
え
さ
で
た
く
さ
ん
の
卵

を
生
む
品
種
を
輸
入
し
、
日
本
産

の
鶏
と
掛
け
合
わ
せ
る
な
ど
し

て
、
五
十
年
間
で
卵
の
生
産
量
は
、

約
八
十
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
国
民
一
人
当
た
り
、
年
に

三
百
三
十
六
個
（
平
成
七
年
の
消

費
個
数
）
も
の
卵
が
保
証
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
に
は
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
百
歳
を
超
え
た
お

じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
ま
で
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ほ
ぼ
毎
日

一
個
に
匹
敵
す
る
年
三
百
三
十
六

個
は
な
か
な
か
の
数
で
す
。

　

需
要
の
量
よ
り
供
給
の
量
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
卵
は
だ

ぶ
つ
き
気
味
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
生
鮮
食
品
で
あ
り
、
早
く
売
ら

な
い
と
商
品
の
価
値
は
無
く
な
る

た
め
、
値
段
を
下
げ
て
で
も
売
っ

て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
す
。付

加
価
値
の
行
方

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

た
め
、
全
国
の
生
産
者
か
ら
自
然

発
生
的
に
出
て
き
た
の
が
、
「
特

殊
卵
」
の
生
産
と
そ
の
高
価
格
化

で
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
「
ヨ
ー

ド
卵
」
「
D
H
A
人
り
卵
」
な
ど

特
殊
な
栄
養
を
含
ん
だ
物
や
「
平

飼
い
」
「
地
鶏
」
な
ど
、
鶏
の
飼

い
方
や
種
類
で
差
を
付
け
た
物
が

売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
少
し
高
い
卵
」

が
主
流
と
な
る
こ
と
な
く
、
消
費

者
に
と
っ
て
卵
は
、
こ
れ
か
ら
も

永
遠
に
物
価
の
優
等
生
で
あ
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

「物価」はその問…

消費生活に関するご相談は5膜者相談センターへ容66・1111PI嚇464はjJ）



」
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

　

軍配はどちらに
わんぱく相撲大野場所

＜1るー・39登場 うるち米バンド

い
つ
ま
で
も
自
分
の
音
を
追
い
求
め
て

　

う
る
ち
米
バ
ン
ド
は
、
六
月
ｔ

五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ヤ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
」
に
、
最
年
長
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
現
在
三
人
。
い
ず
れ
も
二
人
の

子
を
持
つ
、
三
十
六
歳
と
三
十
七

歳
の
父
親
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
の
は
、

一
一
ト
歳
の
こ
ろ
で
す
。
最
初
、
メ

ン
バ
ー
は
四
人
で
、
タ
イ
ガ
ー
ス

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
な
ど
を
コ
ピ
ー

し
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
練

習
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
を
融
〈
口
さ

せ
た
立
口
楽
の
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
名
前
も
当
初
か
ら

は
変
史
し
て
い
て
、
。
こ
回
目
に
う

る
ち
米
バ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
名
前
は
、
以
前
の
メ
ン
バ
ー

の
。
人
が
農
業
に
意
欲
的
で
、
自

分
か
作
る
稲
に
ち
な
ん
で
付
け
ま

し
た
。

　

「
バ
ン
ド
を
作
っ
た
始
め
の
こ

ろ
は
、
バ
ン
ド
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
周
り
か
ら
不
良
っ
ぽ

く
見
ら
れ
て
い
や
で
し
た
。

バ
ン
ド
の
練
習
は
ス
ト
レ

ス
を
解
消
さ
せ
、
疲
れ
を

い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
六

十
歳
に
な
っ
て
仕
事
か
ら

開
放
さ
れ
、
ツ
ア
ー
に
出

れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と

メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

練
習
は
、
毎
週
金
曜
日

の
夜
4
L
時
か
ら
三
時
間
ほ

ど
。
次
の
日
、
眠
い
の
が

悩
み
だ
と
か
。

　

七
～
八
年
前
ま
で
は
市

で
青
年
祭
が
あ
り
、
普
段

の
練
習
成
果
を
発
揮
で
き

る
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、

以
後
は
無
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
回
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
再
び
大
勢
の
前
で

演
奏
で
き
て
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
担
当
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
前
川
博
志
さ
ん

（
酋
6
6
・
3
2
8
2
）
ま
で
。

フックトーク

たいt

『
漂
着
物
事
典
』

『
重
油
汚
染
』

　

平
成
八
年
か
ら
国
民
の
祝
日
と

な
っ
た
「
海
の
日
」
。
実
は
、
昭

和
十
六
年
に
「
海
の
記
念
日
」
と

し
て
既
に
定
め
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
明
治
天
皇
が
明
治
九
年
に

東
北
巡
幸
か
ら
無
事
に
横
浜
港
へ

帰
港
し
た
日
が
七
月
二

十
日
。
そ
れ
が
海
の
恩

恵
に
感
謝
す
る
日
と
し

て
祝
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

島
国
で
あ
る
日
本
に

と
っ
て
海
は
、
外
国
と

の
境
界
で
あ
る
と
同
時

に
、
接
点
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
海
岸
に
、
波

と
仕
ハ
に
や
っ
て
く
る
物

が
あ
り
ま
す
。
歌
に
も

あ
る
ヤ
シ
の
実
や
貝
殻
、

瓶
、
外
国
製
品
な
ど
。

こ
れ
ら
漂
着
物
を
紹
介

し
た
本
が
「
漂
着
物
事

典
」
で
す
。

　

著
者
は
、
長
年
海
岸
を
歩
い
て

漂
着
物
を
収
集
し
て
い
る
人
で

す
。
ど
こ
か
ら
流
れ
て
き
た
の
か
、

ど
れ
だ
け
の
期
間
海
を
漂
っ
て
い

た
の
か
な
ど
想
像
す
る
の
も
楽
し

い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漂
着
物
に
は

ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
物
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
あ
り

か
た
く
な
い
物
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
重
油
。
今
年
一
月
、
三

国
町
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の

市
町
村
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
大

事
故
の
記
録
集
が
「
重
油
汚
染
」

で
す
。

　

こ
れ
ら
海
か
ら
の
漂
着
物
は
、

私
た
ち
に
何
を
語
っ
て
く
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館

　
　
　

（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）
ま
で

『漂着物事典』

　

石井忠著

　　

海鳥社

　

『重油汚染』

福井新聞社編著

　

福井新聞社



私屯4ノ・．｀ぐこそ

公
共
施
設
の
休
み
を
変
更
し
て

Q

　

私
は
市
内
で
文
化

活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
先
日
、
ブ
ル
ー

プ
で
文
化
講
演
会
を
計
画
し
ま
し

た
。
大
変
良
い
内
容
の
講
演
な
の

で
、
大
勢
の
人
に
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
、
早
速
会
場
の
予
約

に
出
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
講

演
を
予
定
し
た
日
は
祝
日
の
翌
日

だ
っ
た
た
め
、
文
化
会
館
と
有
終

会
館
は
休
館
日
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

公
共
施
設
に
休
館
日
を
設
け
る

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
利
用
す
る

側
に
と
っ
て
は
、
ど
の
施
設
も
I

律
に
同
じ
日
が
休
館
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
非
常
に
不
都
合
で
す
。

施
設
ご
と
に
休
館
日
を
異
な
っ
た

日
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。
（
藤
田
孝
f
・
新
町
）

　

今
月
は
、
「
や
ま
び
こ
」
の
投

書
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

A

　

市
の
施
設
の
休
館

日
は
、
条
例
や
規
則

に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
文
化
会
館
と
有

終
会
館
は
、
日
曜
日
と
国
民
の
祝

日
に
開
館
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

日
曜
日
の
代
わ
り
に
、
文
化
会
館

は
月
曜
日
を
、
有
終
会
館
は
火
曜

日
を
休
館
日
と
す
る
な
ど
各
施
設

ご
と
に
考
慮
し
て
休
館
日
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
国
民
の
祝
日
の
翌
日
に

つ
い
て
は
、
両
施
設
と
も
に
休
館

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ

か
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
休

館
日
が
重
複
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

ご
要
望
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
施
設
の
利
用
内
容
や
利
用

日
な
ど
利
用
状
況
を
調
査
・
検
討

し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
、
施
設
の
有
効
的

な
利
用
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
施
設
の
責
任
者
や
担

当
す
る
課
な
ど
と
協
議
し
て
、
ご

要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
に
、

規
則
の
改
正
を
含
め
て
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
尽
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
―
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

昌が賄聡

歯
の
少
年
少
女
代
表
コ
ン
テ
ス
ト
で
知
事
賞

平
野
孝
修
く
ん
（
有
終
束
小
六
年
∴
月
見
町
）

平
野
君
は
、
六
月
四
日
に
行
わ
れ

た
「
第
四
十
一
回
県
歯
の
少
年
少

女
代
表
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
知
事
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
県
内
の
小
学

校
六
年
生
約
一
万
人
が
対
象
と
な

り
、
小
学
校
と
市
の
予
選
を
経
て

選
ば
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
虫
歯
の
有
無
だ
け
で
な
く
、
歯

並
び
や
歯
磨
き
の
状
態
・
体
の
健

康
状
態
な
ど
に
つ
い
て
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
野
君
は
、
乳
歯
の
こ
ろ
か
ら

現
在
ま
で
ず
っ
と
虫
歯
が
一
本
も

無
く
、
歯
並
び
も
き
れ
い
で
す
。

歯
磨
き
は
朝
と
晩
、
一
日
に
二
回

だ
け
。
磨
く
時
間
は
、
市
の
代
表

に
選
ば
れ
る
ま
で
は
、
一
回
一
～

二
分
程
度
で
、
選
ば
れ
て
か
ら
は

三
～
四
分
に
な
り
ま
し
た
。
お
菓

子
な
ど
の
間
食
は
あ
ま
り
せ
ず
、

友
達
が
食
べ
て
い
て
も
全
然
欲
し

く
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
、
「
息
子
が
選
ば

れ
て
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
下
に
弟
と
妹
が
い
ま
す
が
、

二
人
と
も
虫
歯
が
あ
り
ま
す
。
食

生
活
に
つ
い
て
特
に
何
も
注
意
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
好
き
嫌

い
が
無
く
、
何
で
も
食
べ
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
歯
は
一
生
使
う
も
の
な
の
で

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
、
少
年
野
球
で
口
焼

け
し
た
平
野
君
の
顔
か
ら
、
白
い

歯
が
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

●
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　

O
A
S
I
S
協
会
で
は
、
子
供

た
ち
と
自
然
と
の
触
れ
あ
い
の
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
8
月
1
日
参
～
4
日
⑥

　

（
3
泊
4
日
）

会
場
六
呂
師
地
区
一
帯

対
象
県
内
小
学
校
4
年
生
～
6

　

年
生
7
0
人
（
先
着
順
）

参
加
費
3
万
円

内
容
天
体
観
測
・
自
然
観
察
・

　

水
遊
び
な
ど

申
込
締
切
日
7
月
7
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
月

　

・
水
・
金
曜
日
の
午
前
9
時
～

　

午
後
5
時
に
協
会
事
務
局
（
豊

　

6
7
・
1
2
1
6
）
ま
で

●
清
水
國
明
氏
記
念
講
演

　

明
倫
会
（
大
野
高
等
学
校
同
窓

会
）
総
会
に
お
い
て
、
当
市
出
身

の
清
水
國
明
さ
ん
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
す
。
講
演
は
一
般

の
入
場
も
可
能
で
、
無
料
で
す
。

期
日
7
月
5
日
①

会
場
有
終
会
館

時
間
明
倫
会
総
会
＝
午
後
1
時

　

3
0
分
記
念
講
演
会
＝
午
後
2

　

時
3
0
分
懇
親
会
（
会
費
3
0

　

0
0
円
）
＝
午
後
4
時
～

問
い
合
わ
せ
先
明
倫
会
総
会
実

　

行
委
員
会
（
大
野
高
等
学
校
内

　

容
6
6
・
3
4
1
1
）
ま
で



ごみ撤去で環境保全
馬清水の不法投棄物を一掃

　

6月1日、市は各行政機関と協力して、右

近次郎にある湧水池「馬清水」に不法に捨て

てある粗大ごみの一斉撤去を行いました。早

朝から約70人が参加し、トタンや自転車など

を撤去しました。集まったごみは約5し。池

の中には、田植機や冷蔵庫までもが沈んでい

て、ロープでやっと引き上げた物もあります。

清水は市民の財産です。粗大ごみは、必ず市

のクリーンセンターに持ち込みましょう。

子育て相談はお気軽に
支援センターがスタート

　

6月16日、市は義景保育園内に子育て支援

センターを開設しました。開所式では、セン

ターの看板が掲げられ、園児により歓迎の歌

と踊りが披露されました。センターには、子

育てに悩みを持つ保護者の相談に応じたり、

アドバイスをしたりする専任の職員が配置さ

れました。今後、育児講座や子どもと一緒に

参加できる企画を予定しています。

新緑に響く南米の調ベ
ブナ林ツアーを楽しむ

　

6月8日、おおの図書館友の会が、巣原地

区にある平家平を訪れ、新緑のブナ林を楽し

むツアーを行いました。平家平は昨年市が自

然保護を目的に購入した土地で、ブナ林のほ

かミズバショウも群生しています。市内外か

ら約40人が参加し、南米の民族楽器ケーナが

奏でる音を楽しんだり、近くの平家窟訪れる

などして楽しい1日を過ごしました。

話詣回生酒秘書広報課広報広聴係豊66－1111



話遇回底場
市有林に広葉樹を

市民ホリデー育樹の森を実施

　

5月25日、市は［l↑f民自らの胆で木を育て

自然環境を保全しよう］と広葉樹の植樹会を

行いました。植樹は、阿難祖地頭方ろくろ谷

の市有林40べのうち約3000平方にの山の

斜面を利用して行われました。巾が用意した

広葉樹は、コブシ、サクラ、キバダ、カエデ、

ケヤキの5種類で600本。巾内外から95名

が参加し、植え付けに汗を流しました。植樹

された木は、今後、植樹した人に休「1などを

利川して自主的に手人れ（育樹）します。

オリンピックの技を伝授
大林さんが中学生を指導

　

5月22日、全日本バレーボールチームのエ

ースとして活躍した大林素子さんを指導者と

して、バレーボール教室が開かれました。会

場のエキサイト広場では市内中学校のバレー

部員約100人が指導を受けました。生徒た

ちはオーバーパスやアタックなどの練習で、

大林さんの技を学ぼうと一生懸命ボールを追

いました。

ふるさとの魅力を再発見

新大野紀行でえつぺんみてこ

　

6月1日、市民グループ「越前大野平成塾」

と市教育委員会では、大野のよさを再認識し

まちづくりに生かそうと、「新大野紀行えっ

ぺんみてこさ大野」を開催しました。市内外

から約40人が参加し、ウォークラリーやバス

で市内を探訪しました。午前中は市街地を散

策したり大野の銘菓［けんけら］づくりを体

験。午後には、郊外の黒谷観音や木落の私設

民俗館などを訪れ、市内の歴史や民俗、自然

を存分に味わいました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

フ月

…
少
年
少
女
交
流
訪
中
団

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

大
野
市
日
本
中
国
友
好
協
会
で

は
、
新
し
い
国
際
感
覚
を
持
つ
青

少
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
市

と
交
流
の
あ
る
中
国
の
浙
江
省
寧

波
市
な
ど
を
訪
問
す
る
訪
中
団
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
8
月
2
0
日
2
～
2
6
日
収

訪
問
先
寧
波
市
、
杭
州
市
、
北

　

京
市
、
南
京
市

参
加
資
格
中
国
と
の
交
流
に
興

　

味
の
あ
る
市
内
の
中
学
生
お
よ

　

び
保
護
者
・
青
少
年
の
指
導
者

　

な
ど
で
、
心
身
共
に
健
康
で
協

調
性
の
あ
る
人

募
集
人
数
中
学
生
2
0
人
・
大
人

　

1
0
人

参
加
費
中
学
生
2
4
万
円
、
大
人

　

2
6
万
円
（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
や

　

個
人
的
経
費
は
含
ま
な
い
）

申
込
締
切
日
7
月
2
5
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
1
2
大
野
市
天
神
町
1
－
1

　

大
野
市
日
本
中
国
友
好
協
会
事

　

務
局
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

2
2
2
）
ま
で

…
乳
幼
児
医
療
の
手
続
き

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑
（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
除
く
）

　

・
健
康
保
険
証

　

・
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

　

（
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
7
6
）
ま

　

で

・
汽
車
と
バ
ス
に
乗
つ
で

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

目
的
と
し
て
、
「
越
美
北
線
と
乗

合
バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進
め
る

会
」
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
時
7
月
2
7
日
2
午
前
9
時
3
0

　

分
J
R
越
前
大
野
駅
集
合
・
午

　

後
5
時
4
1
分
解
散

会
場
美
山
町
リ
ズ
ム
の
森

内
容
昆
虫
教
室
（
子
供
に
カ
ブ

　

ト
ム
シ
を
進
呈
）
・
ゲ
ー
ム
大

　

会
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
な
ど

対
象
市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
費
交
通
費
と
し
て
、
大
人

　

1
4
2
0
円
・
小
人
7
2
0
円

申
込
期
間
7
月
1
0
日
2
～
1
8
日

　

②
（
先
着
8
0
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
4
）
ま
で

…
放
送
大
学
学
生
を
募
集

　

放
送
大
学
は
、
放
送
教
材
（
ビ

デ
オ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
）
と
印
刷
教

材
（
テ
キ
ス
ト
）
な
ど
を
使
用
し

て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
（
教

養
学
部
）
で
す
。

　

放
送
大
学
福
井
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
1
0
月
か
ら
授
業
を
開

始
す
る
平
成
9
年
度
第
2
学
期
生

を
募
集
し
ま
す
。

資
格
1
8
歳
以
上

入
学
試
験
無
し

募
集
期
間
7
月
1
5
日
酋
～
8
月

　

1
5
日
②

科
目
数
約
3
0
0
科
目
（
I
科

目
か
ら
受
講
可
能
）

休
館
日
毎
週
月
曜
日
と
祝
日

募
集
の
種
類
▼
選
科
履
修
生

　

（
1
年
間
）
？
科
目
履
修
生

　

（
6
ヵ
月
間
）

そ
の
他
平
成
1
0
年
1
月
ご
ろ
か

　

ら
C
S
（
衛
星
）
放
送
で
家
庭

　

で
も
学
習
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ
・
要
項
の
請
求
電

　

話
ま
た
は
は
が
き
で
、
放
送
大

　

学
福
井
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

　

〒
9
1
0
福
井
市
大
手
3
－
H

　

1
1
7
（
県
民
会
館
内
晋
0
7
7

　

9
・
2
2
・
6
3
6
1
）
ま
で

－交通

安令

戎
r

ヒ
ヤ
リ
や
ハ
ッ
ト
を

　
　
　
　
　

話
し
合
い

　

安
全
の
心
を
育
て
よ
う

　

交
通
に
関
係
し
た
事
で
、
ヒ

ヤ
リ
と
し
た
り
ハ
ッ
ト
し
た
経

験
は
誰
に
で
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

「
一
つ
の
大
事
故
が
起
こ
る

背
景
に
は
二
十
九
の
そ
れ
に
近

い
事
故
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

も
と
に
は
三
百
の
危
険
な
体
験

が
あ
る
」
と
い
う
の
は
有
名
な

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
で
す
。

一
対
二
十
九
対
三
百
と
い
う
数

字
は
厳
密
に
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
法
則
の
大

き
な
意
味
は
「
大
事
故
の
背
景

に
は
そ
れ
に
近
い
形
の
事
故
が

積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

交
通
事
故
に
置
き
換
え
て
み

て
も
、
日
常
ヒ
ヤ
リ
し
た
り
ハ

ッ
ト
す
る
こ
と
が
多
け
れ
ば
、

大
き
な
事
故
に
あ
う
確
率
も
多

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日

常
の
ヒ
ヤ
リ
ー
ハ
ッ
ト
し
た
行

動
を
軽
視
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ヒ
ヤ

リ
ー
ハ
ッ
ト
す
る
行
動
が
繰
り

返
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で

す
。
ま
ず
、
家
庭
の
中
で
み
ん

な
が
話
し
合
い
、
お
互
い
が
安

全
へ
の
心
構
え
を
育
て
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

禁煙にご協力を

　

7月1日から市役所と市の出先機

関では、次のとおり喫煙対策を実施

します。

・市主催の会議は、すべて喫煙禁止

・午前10時～11時、午後2時～3時

　

は喫煙禁止タイム

・廊下などでは、灰皿が設置してあ

　

る場所以外では喫煙禁止

となります。

　

これは、職場における職員の健康

の保持や快適な職場環境の形成の促

進を図るためで、市職員だけでなく

来庁者も対象となりますので、ご協

力ください。、
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・
行
政
相
談
は
お
気
軽
に

　

地
域
住
民
の
行
政
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
次
の
人
が
行
政
相
談
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
と
み
子
本
町
3
－
I

　
　
　
　

（
豊
6
6
・
3
2
6
1
）

　

三
宅
嵩
天
神
町
7
－
4

　
　
　
　

（
酋
6
5
．
0
5
8
4
）

　

相
談
員
は
、
自
治
体
や
公
団
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
・
意
見
を

聞
く
と
、
行
政
監
察
事
務
所
と
協

力
し
て
そ
の
解
決
に
当
た
り
ま
す

　

市
で
は
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

の
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で

有
終
会
館
で
行
政
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●
歩
道
除
雪
地
区
に

　
　

除
雪
機
の
購
入
補
助

　

県
と
市
で
は
冬
期
の
積
雪
期
間

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
通

学
路
な
ど
の
歩
道
除
雪
を
目
的
と

し
て
、
住
民
自
治
組
織
な
ど
推
進

地
区
が
購
入
す
る
小
型
除
雪
車
な

ど
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
域
の
歩
道
除
雪
活
動
に

　

取
り
組
む
町
内
会
な
ど
の
熱
意

　

が
あ
る
地
区

補
助
対
象
機
械
小
型
除
雪
車

　

（
8
～
1
5
馬
力
）
お
よ
び
ア
タ

　

ッ
チ
メ
ン
ト
（
ト
ラ
ク
タ
ー
に

　

装
着
の
バ
ケ
ッ
ト
な
ど
）

補
助
率
県
3
分
の
I
、
市
3
分

　

の
I
（
地
区
負
担
3
分
の
1
）

申
込
締
切
日
7
月
2
5
日
毎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
維
持
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
3
4
1
）

●
I
筆
啓
上
の
立
役
者

　
　
　

大
廻
さ
ん
が
講
演

　

大
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
7
月
1
9
日
①
午
後
7
時
～

場
所
大
野
有
終
会
館

講
師
丸
岡
町
文
化
振
興
事
業
団

　

大
廻
政
成
事
務
局
長

演
題
人
が
た
り
、
夢
が
た
り

問
い
合
わ
せ
先
大
野
公
民
館

　

（
容
6
6
・
2
8
2
8
）
ま
で

●
お
と
り
指
導
員
派
遣
と

　
　
　
　

誘
導
員
を
募
集

　

お
お
の
お
ど
り
の
練
習
を
行
う

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
指
導
員
の
派

遣
や
お
ど
り
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
六
間
通
り
会
場
で
の
お

ど
り
の
誘
導
員
も
募
集
し
ま
す
。

★
指
導
員
の
派
遣

派
遣
期
間
7
月
1
5
日
囚
～
8
月

　

8
日
参

派
遣
先
職
場
・
団
体
・
町
内
会

　

な
ど
の
練
習
会
場

★
誘
導
員
の
募
集

誘
導
の
内
容
う
ち
わ
の
配
布
と

　

踊
り
の
誘
導

誘
導
実
施
日
時
8
月
1
5
日
②
．

　

1
6
日
①
い
ず
れ
も
午
後
7
時
3
0

　

分
～
9
時
3
0
分
（
1
日
だ
け
で

　

も
可
能
）

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
商
工
会
議
所
内
お
お
の
城
ま

　

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
容

　

6
6
・
1
2
3
0
）
ま
で

・
8
月
に
も
薬
草
ぶ
ろ

　

市
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め

薬
草
ぶ
ろ
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

日
時
8
月
2
日
①
午
後
3
時
～

　

8
時

場
所
市
内
8
つ
の
公
衆
浴
場

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

国
保
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
5
7
）
ま
で

・
歴
史
の
道
を
訪
ね
て

　

古
道
を
歩
き
、
史
跡
．
文
化
財

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
8
月
3
日
⑨
午
前
8
時
集

　

合
・
午
後
4
時
3
0
分
解
散

集
合
場
所
市
役
所

コ
ー
ス
市
役
所
～
宝
慶
寺
～
池

　

田
町
～
美
山
町
～
市
役
所
（
マ

　

イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
）

見
学
文
化
財
等
宝
慶
寺
宝
物
殿

　

・
旧
橋
本
家
・
義
雲
杉
・
座
禅

　

岩
・
竜
双
ヶ
滝
・
伊
自
良
館
跡

服
装
ハ
イ
キ
ン
グ
可
能
な
服
装

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
・

　

軍
手
・
し
好
品
な
ど

定
員
先
着
2
7
人
（
小
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化

　

振
興
室
（
容
6
6
●
1
1
1
1
内

　

線
5
4
7
）
ま
で

市美展の作品募集

　

第18回大野市美術展が、8月22

日参から8月24日⑨までの3日

間、有終会館で開かれます。市教

育委員会と市文化協会では、次の

とおり作品を募集しています。

応募資格県内在住の高校生以上

　

の人（県・中央展で役員などの

　

資格者を除く）

部門①絵画（10～100号）●造

　

形（3．3平方に以内）②彫塑③

　

工芸④書道（仕上がりが180な

　

×180Vまたは240VX60V以内

　

⑤写真（四ッ切以上150＊／X100

　

撃以内。組み写真もこの範囲以

　

内におさめる）

出品点数1部門2点以内

出品料1点につき一般・大学生

　

1000円、高校生は500円

作品搬入8月20日⑥正午～午後

　

5時までに有終会館へ

作品搬出8月24日⑨午後4時～

　

5時

問い合わせ・募集要項請求先

市教育委員会文化振興室t912大野市天神町1－1

　　　　　　　

S0779・66・1111内線546まで

うっかり火災急増中

～便利さに慣れて忘れる火の怖さ～

　

大野地区消防署管内で、てんぷら

鍋のかけ忘れによる火災が増えてい

ます。多くの場合、揚げ物中の来客

や電話などわずかの時間その場を離

れ、ついうっかり忘れてしまうこと

が原因です。

　

てんぷら油は、温度が390℃に

なると発火して燃え上がります。て

んぷらをおいしく揚げる温度は、1

80℃～200てと言われています

が、この温度から約15分もあれば発

火温度になってしまいます。

　

その場を離れるときは、必ず火を

止めて安全確認を忘れないようにし

ましょう。
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研
究
の
原
点
「
シ
ダ
図
鑑
」

斉
藤
芳
夫
さ
ん
（
元
町
）

　

元
町
の
斉
藤
芳
夫
さ
ん
（
六
十
五
歳
）
の

宝
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
東
京
の
本
屋
か
ら

取
り
寄
せ
て
買
っ
た
、
シ
ダ
の
植
物
図
鑑
で

す
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
植
物
が

好
き
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
シ
ダ
類
の

研
究
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
学
校
の

図
書
館
ぐ
ら
い
に
し
か
シ
ダ
の
図
鑑
は
な

く
、
お
い
て
あ
る
図
鑑
も
手
書
き
の
絵
に
よ

る
説
明
で
、
写
真
を
使
っ
た
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
斉
藤
さ
ん
が
買
っ
た
「
日
本

羊
歯
類
図
鑑
」
は
、
写
真
が
初
め
て
使
用
さ

れ
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

月
給
が
三
千
円
く
ら
い
の
時
、
四
千
円
で
買

っ
た
非
常
に
高
価
な
物
で
す
。
こ
の
図
鑑
に

よ
り
、
斉
藤
さ
ん
の
シ
ダ
研
究
の
基
礎
づ
く

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
「
シ
ダ
の
魅
力
は
、
そ
の
造

形
美
と
色
合
い
で
す
。
シ
ダ
類
は
種
類
に
よ

り
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

状
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
緑
色
で
も
、

種
類
に
よ
り
少
し
ず
つ
濃
さ
な
ど
が
違
っ
て

い
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
日
本
シ
ダ
の
会
の
会
員
で

す
。
自
分
の
研
究
と
は
別
に
、
県
内
の
シ
ダ

の
分
布
調
査
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
休
み
に

な
る
と
各
地
の
野
山
に
出
か
け
、
ど
ん
な
種

類
の
も
の
が
ど
の
場
所
に
自
生
し
て
い
る
か

を
調
べ
ま
す
。
ま
た
、
珍
し
い
も
の
が
あ
る

と
写
真
を
撮
っ
た
り
、
標
本
を
採
集
し
た
り

も
し
ま
す
。
何
年
も
山
に
入
っ
て
い
る
せ
い

か
、
調
査
で
山
を
歩
い
て
い
る
と
、
「
こ
こ

に
あ
る
ぞ
」
と
シ
ダ
の
ほ
う
か
ら
呼
び
か
け

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
標
本
の
数
は
、
現
在

八
百
種
類
を
越
え
て
い
ま
す
が
、
外
で
の
調

査
に
時
間
を
取
ら
れ
、
整
理
で
き
な
い
の
が

悩
み
で
す
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
元
気
な
う
ち
は
い
つ
ま
で

も
研
究
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民のうごき

6月1日現在 前月比

世帯数 11．539世帯 9世帯

人目 41，194人 △18人

内訳
男 19，728人 △10人

反 21，466人 △8人

4月中の異動
転入 54人 出生 30人

転出 70人 死亡 32人

市内の交通事故状況（nヵ、9at）

件数内訳
甲・成9年

5月末

嘔成8年

5月末
比較

総件数 260件 215件 45件

人
身

雅
故

件数 68件 49件 19件

死抒 2人 O人 2人

傷晋 95人 63人 32人

物損乍故 192件 166件 26件

表
紙
の
こ
と
ば

　

岐
阜
県
根
尾
村
と
の
境
に
そ

び
え
る
能
郷
白
山
（
標
高
一
、

六
一
七
打
）
か
ら
の
眺
め
は
、

急
な
登
り
を
忘
れ
さ
せ
ま
す
。

山
頂
付
近
に
は
、
六
月
中
旬
ま

で
雪
が
残
り
、
カ
タ
ク
リ
の
花

が
咲
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
残

念
な
こ
と
に
、
空
き
缶
も
ち
ら

ほ
ら
。
す
ば
ら
し
い
景
観
に
は
、

良
い
マ
ナ
ー
が
不
可
欠
で
す
ね
。

編
集
後
記

　

早
い
も
の
で
、
も
う
七
月
。

一
年
も
半
分
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
年
頭
に
目
標
を
立
て

た
人
は
、
実
行
で
き
て
い
ま
す

か
。
今
月
は
、
市
の
行
政
改
革

の
実
行
状
況
を
報
告
し
ま
し

た
。
取
っ
付
き
に
く
い
行
政
を

理
解
す
る
た
め
に
も
、
新
た
に

始
ま
っ
た
「
わ
く
湧
く
お
届
け
講

座
」
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

m．見！懲・

　

女
性
の
五
人
連
れ
が

観
光
の
し
お
り
を
見
な

が
ら
、
寺
町
通
り
を
散

策
し
て
い
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
横
に
、
激
し
い

急
ブ
レ
ー
キ
の
音
を
立

て
て
乗
用
車
が
止
ま
り
、
二
人
乗
り
の
自
転
車

が
、
車
の
横
す
れ
す
れ
に
倒
れ
た
▼
T
字
路
の

横
合
い
か
ら
飛
び
出
し
た
自
転
車
を
、
と
っ
さ

に
よ
け
て
急
停
車
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
青
ざ

め
た
顔
で
車
か
ら
降
り
る
と
、
も
じ
も
じ
立
ち

上
が
る
少
年
た
ち
に
近
づ
き
、
無
事
を
確
か
め

て
か
ら
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
ツ
」
と
怒
鳴
っ
て
走
り

去
っ
た
▼
居
合
わ
せ
た
観
光
客
や
私
た
ち
が
ほ

っ
と
し
て
少
年
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
彼
ら
は

照
れ
く
さ
そ
う
に
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
、
ま

た
二
人
乗
り
で
走
り
去
っ
た
。
そ
の
後
ろ
姿
を

見
送
り
な
が
ら
、
「
性
懲
り
の
な
い
子
ら
や
」

と
み
ん
な
苦
り
切
っ
た
様
子
だ
っ
た
▼
碁
盤
の

目
の
街
並
み
は
、
美
し
く
歩
き
や
す
く
、
観
光

に
も
都
合
が
よ
い
反
面
、
交
差
点
で
の
鉢
合
わ

せ
が
し
ば
し
ば
起
き
る
▼
平
成
九
年
五
月
末
の

警
察
の
交
通
事
故
調
査
に
よ
る
と
、
一
月
か
ら

四
月
ま
で
に
大
野
・
和
泉
で
発
生
し
た
事
故
は

五
十
五
件
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
人
は
四
人
、
け

が
を
し
た
人
は
八
十
人
、
物
損
事
故
は
二
百
二

件
で
あ
る
。
こ
の
中
で
自
転
車
で
亡
く
な
っ
た

人
が
二
人
、
重
傷
の
人
が
七
人
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
老
人
と
子
供
で
あ
る
▼
人
身
事
故
が
起
き
る

た
び
に
、
ま
ず
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
注
意
が
指
摘

さ
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
被
害
者
の
交
通
マ
ナ

ー
の
欠
如
も
原
因
と
思
わ
れ
る
事
故
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
梅
雨
時
は
、
心
身
共
に

不
調
に
な
り
が
ち
だ
が
、
お
互
い
に
交
通
安
全

に
心
掛
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
6
6
・
1
1
‐
1
1
）
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